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投入設備一体型溶融炉によるアスベスト 

の 高効率無害化処理システム 

平成25年１２月 ４日 

 
飛島建設株式会社 内田 季延 

2013年 JEAS第9回技術交流会 

アスベスト(石綿) とは 

2013/12/ 4 2 飛島建設株式会社 

◆アスベスト(石綿)は蛇紋石や角閃石が繊維状に変形した天然 

 鉱物、安価な上に様々な特性(耐久性、耐熱性など）が非常に 

 優れています。 

◆建材、電気・自動車・家庭用品等、3千種類とも言われる様々 

 な用途、製品に使用されてきました。 

◆代表的なものは、ｸﾘｿﾀｲﾙ(白石綿)、ｱﾓｻｲﾄ(茶石綿)、ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ 

 (青石綿)の3種、他3種の6種類があります。 
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アスベスト(石綿)の課題は 
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◆アスベスト(石綿)繊維1本は髪の毛の1/5千程度 

 と非常に細く、空中に飛散した繊維を吸入する 

 ことで、肺癌や中皮腫を誘因することが指摘さ 

 れています。 

◆日本は、約1千万ﾄﾝのアスベスト(石綿)を輸入、その多くは製品 

 (主に建材)として現在も使用されています。 

 

◆これまで労働災害、工場周辺や居住環境での環境災害が問題と 

 なっていますが、今後、建造物の老朽化に伴い解体工事が増大 

 すると、アスベスト(石綿)を含む大量の廃棄物が発生するため、 

 その適正な対応が必要となります。 

アスベスト(石綿)廃棄物の処理は 

2013/12/ 4 4 飛島建設株式会社 

廃石綿等 (170万t) 
石
綿
含
有
産
業

廃
棄
物 

石
綿
含
有
一
般

廃
棄
物 

石綿含有廃棄物等 (6千万～1億ﾄﾝ) 

吹付け石綿 (70万t) 

石綿含有保温材 
・断熱材 (100万t) 

無害化 溶融 

管理型・遮断型処分場 安定型処分場 

ﾘｻｲｸﾙ 

◆処理しなければならない物（法的） 

◆アスベスト(石綿)処理の現状と課題 

・重量比で0.1%を超えるアスベスト(石綿)を 

 含有する廃棄物。 

・石綿含有廃棄物等の量は製品出荷量からの 

 推定量、官公庁中心に吹付け石綿の処理は 

 進んでいるが、全ての処理が終わるのは、  

 ２２世紀か？ 

・既存製品の継続利用ができる。 
 →使用中は廃棄物ではない 

・廃棄期限を定められていない。 
 →PCBのように法律で処理 
  期限が決められていない 

・含有がなければ処理費用は大幅に安い。 

 →埋立処分でも製品により未含有の証明 
  が必要 

 →不法投棄＝(不当利益が大きい) 

廃棄物の発
生は計画的
ではない 
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投入設備一体型溶融炉によるアスベストの 
高効率無害化処理システムとは 

• この高効率無害化処理システムは、環境省の助成を得て実証試験を行い、飛島建設㈱

と㈱最上クリーンセンターが共同開発した、アスベスト(石綿)の無害化処理技術です。 

• すでに、㈱最上クリーンセンターを事業者として、環境省認可（平成25年第4号）のア

スベスト(石綿)の無害化処理施設を山形県最上町に設置し、平成25年4月1日より無害化

処理事業を開始しています。この施設は、アスベスト(石綿)の無害化処理認定を取得し

た4件(内2件は返上)のなかで、唯一の東日本所在の施設です。 

• 小型表面溶融炉と一体化した破砕設備により、溶融炉に投入する廃棄物の比表面積を

大きくすることで、アスベスト(石綿)を含む保温材、断熱材や建材なども効率よく、

1500℃以上の高温で溶融無害化することを可能としています。 

• 廃石綿等に区分されるアスベスト(石綿)を含む保温材、断熱材等は 、解体除去工事現場

から排出された荷姿のままの処理(埋立、溶融、無害化)が法律で定められており、嵩容

積が大きいため、埋立、溶融共に非常に効率が悪く、処理コストも高額となるため、

処理も進んでいません。 

• そこで、環境省の無害化処理認定制度を利用し、溶融炉と投入設備を一体化し、周辺

環境及び作業員へのアスベスト(石綿)飛散防止を踏まえた処理システムを開発しました。 

 2013/12/ 4 5 飛島建設株式会社 

無害化処理認定制度による認定までのフロー 
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申請者 環境大臣 

申請書 
• 施設の設置場所、種類、能力 

• 処理する廃棄物の種類 

• 施設の構造等の設置に関する計画 

• 施設の維持管理に関する計画 

• 実証試験の結果 (実大施設の1/10規模
「最低500kg/日」もしくは20t以上) 

• その他(無害化の化学的因果関係の 

  証明書類など) 
告示・縦覧手続き 

• 施設の設置場所、種類、能力等の告示 
• 申請書類及び生活環境影響調査結果 
  の縦覧(一カ月) 
• 関係都道府県知事及び市町村超から 
  の意見聴取 
•利害関係者の意見書提出 

生活環境影響調査結果書 
• 大気質 

 (SO2、NO 2、SPM、SPM、HCL、 

    ダイオキシン類、アスベスト 実施)※ 

• 騒音振動(除外) ※ 

• 悪臭(除外) ※ 

• 水質、地下水(排水なし 関連性なし) ※ 

事前相談 
• 環境省担当部署(産業廃棄物課)との協議 
• 事前相談会用資料の準備 
  (主に技術的証明に係わる部分) 
• 事前相談会の開催(専門家の意見) 

認 定 

事前相談 

認定基準への適否の判断 
• 無害化処理の内容の基準 
• 申請者の要件、能力等の基準 
• 処理施設の基準 

(専門家の意見、視察) 

申 請 

委員会(専門家)の了承 

※実際に申請した施設での対応 
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無害化処理認定制度の認定書 
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収集運搬(有) →自治体許可なしに
全国に取りに行ける 

認定番号（許可期間なし） 

処理品目と処理方法 
（全てのｱｽﾍﾞｽﾄ廃棄物が対象） 

処理能力規定 

溶融炉 
空気予熱器 

バグフィルタ 

煙突 

排ガス冷却塔 

投入設備棟 
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高効率無害化 処理システム採用の処理施設概要 

 

㈱最上クリーンセンターに設置されたアスベスト(石綿)の無害化処理施設 

飛島建設株式会社 
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稼働中の施設・事業所の紹介 

2013/4/19 9 アスベスト(石綿)の無害化処理事業 

〒999-6102 

山形県最上郡最上町東法田928 

(株)最上クリーンセンター 

    専務取締役 阿部良春 

Tel：0233-43-4710 

東京～最上町間：約460km(東北道経由) 

        約550km(関越道経由) 

名古屋～最上町間：約700km(中央道経由) 

 

◆既存事業紹介   

◆無害化処理認定施設での事業   

※産業廃棄物の中間処理 

 ・破砕(ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ、ｱｽﾌｧﾙﾄｶﾞﾗ) 

 ・焼却･溶融(廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 他) 

  県許可施設での廃石綿等(吹付石綿)処理 

※産業廃棄物の埋立分場 

 ・安定型処分場(がれき類 他) 

   

 ※石綿含有廃棄物等の無害化 

 【処理能力】 

  0.9ﾄﾝ/時間×24時間＝21.6ﾄﾝ/日 

 【処理対象】 

 ・廃石綿等(吹付け石綿、保温材・断熱材等) 

 ・石綿含有産業廃棄物 

  (ｽﾚｰﾄ等建材、) 

 ・石綿含有一般廃棄物 

  (震災廃棄物など) 

 ※ 石綿含有廃棄物等の収集運搬 

 ・全国各地からの収集運搬(申請不要) 

 ・4t車×2台, 7t車×1台, 10t車×3台,  

  12t車×2台保有 

   

全ての石綿含有
廃棄物等の無害
化に対応 

環境大臣認定施設の事業者
による収集運搬は自治体の
許可を新たに取得不要 
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◆従来施設 

溶融炉のアスベスト廃棄物専用投入口
にステージを設置、廃石綿等の入った
フレコンバッグを準備する。 

フレコンバッグから、2重袋詰めされ
た廃石綿等の袋を取り出し、専用投入
口から１つづつ溶融炉に投入する。 

◆認可を得た無害化処理施設 

投入口は、投入設備棟の5階床面に
設置されており、中サイズ袋であれ
ば一度に2,3個を投入可能。大袋もそ
のまま投入可能。 

9
0
cm

90cm

スライドゲートは自動開閉で、破砕
機で発生した粉じんの飛散防止もあ
り、常に1枚しか開かないため機構
としている。 

3重のスライドゲート間のホッパから
ダクトにより除じん装置へ吸引する
ことで、作業中は常に設備内を負圧
としている。 

2系統の負圧除じん装置により、作
業中は、設備内だけでなく投入室内
も常時負圧としている。 

高効率無害化処理システムの特徴(投入) 

飛島建設株式会社 
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4軸破砕機と破砕機下ホッパ 

密閉構造スクリューコンベア 4軸破砕機の歯の状況 

高効率無害化処理システムの特徴(破砕･搬送･溶融) 

飛島建設株式会社 

水砕スラグの回収状況 

溶融スラグの出滓状況 水砕スラグ 

12 

                  

H25.11. 2 

投入設備一体型溶融炉によるアスベストの高効率無害化処理システムの紹介ビデオ 
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アスベスト(石綿)高効率無害化処理システムの展望 

◆無害化処理費用を従来の2/3～1/2に軽減、エンドユーザー(発注者)に、より 

 利用しやすい環境を構築しています。 

◆今後、建造物の老朽化等に伴う解体工事で発生する 大量のアスベスト 

 (石綿) 廃棄物を、安全に循環利用することで、最終処分場の延命化にも寄与  

 します。 

◆既存建物等で使用されているアスベスト(石綿)の除去を促進することで、 

 地震等の災害に伴う飛散問題の解消にも寄与できるものと考えます。 

所有者(発注者) 

資 産 
• 建物(不動産) 
• ｱｽﾍﾞｽﾄ建材等 
  を継続利用 

排出事業者 
• ｾﾞﾈｺﾝ、解体業者 
• 専門除去工事業者 

発
注
 

ｱｽﾍﾞｽﾄ廃棄 

収集運搬 
• 自ら運搬 
• 専門業者 

ｱｽﾍﾞｽﾄ 
廃棄物 

最
終
処
分
場
（
埋
立
処
分
）
 

リサイクル 
• 資材利用 

無害化処理 
• 大臣認定施設 

溶融処理 
• 県許可施設 
• ﾘｻｲｸﾙ施設 

不法投棄 

適切処理（埋立処分） 

不適切処理（未含有偽装） 

× 
× 

中間処理 
• ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ 

非ｱｽﾍﾞｽﾄ 
廃棄物 

不適切リサイクル材（含有） 

× 
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ご静聴ありがとうございました 

 

飛島建設株式会社 

メ モ 


